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1. 研究の背景と目的 

2021 年 1月に発生した大雪では，北陸地方を中心

に各地で立ち往生などの交通障害が発生し，災害時

における自動車交通が大きな課題として取り上げら

れた．市民からは，除雪体制の強化を求める声が多か

ったものの，豪雪を想定した過剰な除雪体制の構築

は限られた財源の下では望まれない． 

有村ら 1)は除雪コストを考慮した上で，走行費用便

益が最大化する道路選択モデルを構築し，検証した．

その他，除雪費用削減に向けた除雪計画の効率化に

関する研究は散見されるものの，災害級の大雪では

なく，通常の積雪時を対象としたものが多い．また，

いずれも主要道路を対象とした研究であり，広範囲

かつ市民が最も利用する生活道路については言及さ

れていない．これらのことから，記録的な大雪時にお

いては除雪体制の強化は現状，困難であると言える．

本研究では大雪時における自動車の挙動を把握する

とともに，豪雪時における除雪計画の策定に寄与す

る基礎研究として位置付ける． 

 大雪時における車両の挙動を平均速度によって把

握することも可能である．しかし，速度低下が路面

状況の悪化によるものか，通行規制によるものかが

区別できず，十分な検証ができない．そこで，本研

究では，自動車が交錯し，停車及び発進が頻発する

交差点に着目し，分析を実施する．特に，交差点に

おいて路面の凹凸が発生し，急ハンドル及び急加減

速が発生しやすい 2)ことから，これらの振動を時系

列に明らかにする．さらに，それらの挙動が交差点

付近において増加するか，単路部と比較することに

より明らかにする． 

 

2. 研究アプローチ 

2-1. 対象とする大雪災害の概要 

 本研究では，2021年 1月に発生した大雪時におけ

る富山市内を分析対象として選定した．この大雪で

は，1月 7日から 11日にかけて，断続的な降雪によ

り 35年ぶりに積雪が 100cmを超えるなど，記録的

な災害となった．また，道路交通への影響も大き

く，高速道路や国道のみならず，生活道路を含め各

地で立ち往生が多発した．除雪や通行規制など，大

雪による影響は降り始めの 10日後の 1月 17日頃ま

で続いたと報告されている．3) 

 

2-2. ETC2.0プローブデータの分析 

ETC2.0プローブデータ出力様式 1-4に従い，ヨー

角速度，前後加速度，左右加速度のすべてが閾値

（表-1）を超えるデータを抽出し，その発生個所を

GIS上にプロットした．さらに，DRM基本道路ノ

ードの交差点ノードを抽出し，そこから半径 10m，

20m，30mのバッファ内を交差点付近と定義し，全

発生件数のうち発生個所が交差点付近に占める割合

を 1時間ごとに算出した． 

 交差点付近での発生割合に加え，閾値を超えるデ

ータの発生件数と平均速度から，これらの関係性を

時系列に分析した．平均速度と発生件数を同一リン

クごとに集計し，それぞれの増減の時間差を明らか

にした． 

 

3. 結果と考察 

 顕著な交通障害が発生したと報告される 1月 7日

の夕方以前においても閾値を超えるデータが多いこ

とが分かった（図-1）．これは，平常時においても

山間部における急カーブでの発生件数などが含まれ

ることによるものだと確認できた．1月 7日の夕方

以降，それらの発生件数は大幅に減少し，市内での

発生件数は 1時間あたり数十件に限られた． 

 1月 7日の夕方以前では，交通量が多い時間帯に

急ハンドルや急加減速が多くなるため，1時間ごと

の発生件数は交通量によると考えられる．また，交

差点内割合は一定の割合を保っている．一方，大雪
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により各地で交通障害が発生し始めた 18時以降は

そのような傾向は見られず，深夜帯においても一定

の割合で発生件数が確認できる（図-2）．また，交

差点内割合は時間帯により大きく変化し，増減を繰

り返していることが分かる． 

 閾値を超えるデータの発生件数とリンク平均速度

の関係性分析から，発生件数が多く記録されたおお

よそ 1時間後に速度低下が現れることが確認でき

た．記録的な大雪時においては除雪作業が追い付か

ず，堆積した雪が路面の凹凸を引き起こすと考えら

れる．その上を通過した車両に振動が発生し，閾値

を超えるデータが記録され，さらに路面状況が悪化

すると，立ち往生や渋滞により速度低下が発生する

と言える．よって，速度低下のおおよそ 1時間前に

その前兆を把握できることから，交通障害の抑制・

削減方策への活用が期待できる． 

 

4. まとめと今後の課題 

 本研究では，ETC2.0 プローブデータから得られ

た挙動履歴データをもとに，大雪時における車両の

挙動を時系列に明らかにした．その結果，交差点付

近での急ハンドル及び急加減速の発生割合は時間帯

により大きく異なることが分かった．また，リンク

平均速度と閾値を超えるデータの発生件数との関係

性分析から，速度低下のおおよそ 1時間前に発生件

数が多くなることが分かった． 

 本研究の分析においては，対象期間における急ハ

ンドル及び急加減速は降雪による路面状況の悪化に

起因するものだと仮定している．しかし，1月 7日

の夕方以前においてもそれらの挙動が多く確認でき

ることから，全発生件数が大雪の影響によるものだ

と断定するには十分でない．今後，解析雨量や気

温，湿度等の気象データを用いて路面状況の推定を

行い，定量的に評価していきたい． 
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表-1 挙動履歴データの閾値 

図-1 閾値を超えた発生件数とその交差点内割合(1/7) 

図-2 閾値を超えた発生件数とその交差点内割合(1/8) 
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